














れ ぞれ の温度 以下か らSDWの秩序 化 は見 られ ないものの､ この関係か らわず か
にずれ は じめ､ (TIT )~lの僧が低温 になるにつれ増 えてい く｡ さ らに低温 では､
再 び (T IT)-1が一食の値 に近づいてい くQ T l~lが低温 で再 び減少 しているか ら
このずれ は磁 性不純物 によるもの とは考 え られない｡ 加圧下 でも残 って いるSD
w のゆ らぎの寄与 と考 えるのは 自然 であ る｡ 3kbarの方がKorringaか らのずれ は
大 き く､ その温良変化 は複雑 になっ てい る｡ 最初 のずれの後 再びKorringa的振舞
をみせ るが15Ⅹ以下 で再び大 きなずれ を示 し5K以下 でも う 1度温度 に比例 して
綾 和串TI-1が減少す るよ うに見 える｡ この掘舞 が本質的な もの であれ ば､ 電子系
の 2次元性を反映 したものであ る可 能性 が考 え られ る｡ また､ 金属相 中のス ピン
の ゆ ちぎはこの物箕の持 つ強 い電子 相関の現れであるの だか ら､ 同 じ系 でSDW
にな らず超伝 導転移 を示す (MDT-TTF)2AuI2にフォ ノン以外の超伝導 の機 構の可能
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一方､超伝導状態では (Fig.3)､核磁化の減衰は待ち時間 Tに対 し一つの指数
関数では表せず､不均一な緩和を示す｡とくに滅表の最初の部分は非常に急勾配であ り､
磁束が試料から抜けるためにおこると考えられる｡･緩和の不均一性は､温度が低 くなる




る ‡F ig. 4I｡
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磁場中冷却､ (2)ゼロ磁場冷却､の二通 りの条件の下で測定 した｡吸収線幅の図を
(1)は4.2K,2.6K､1.85K､ (2)は4.2K,2.8K,1.9Kの
温度について､それぞれ重ね (Fig.5)に､また吸収強度の図を (F ig.6Iに
示す｡結果は､ (1)の場合､吸収線幅､吸収強度ともほとん ど変化がみられないのに





















































鈴 木 久 美
(1)実験の背景
β-(BEDT-TTF)2Ⅰ3は､圧力に依存した2つの超伝導相 (常圧で Tc=
1.5KのLov-TcState､0.5Kbar以上の加圧下でTc=7.5Kの Hi8h･Tc
State)をもつことが知られている｡図1に､こ
の物質の娼伝導転移温度Tcの圧力依存性を示す 10
日｡常圧Lov-Tcstateに圧力を加えると､p-0
5KbarでTcは不連続に7.5fくまで上昇し ⊇コ■lコ
ていることがわかる｡さらに､加圧下High-TcstJ_u
ateでの測定を行った後､圧力を解放し常圧にも
どして測定したところ､試料の一群にHiBh-Tcst
ateが残っていることが確認された｡それを図 1
2 4
PRESSUREtkboH
の●で示す｡●は､加圧下のTcとつながりそう 図1 Tcの圧力依存性
にみえることから､高いTcはより低圧側で実現されることが期待される｡また､この
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